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「日中友好大連人材センターに対する将来の協力計画」 

 



【
2
0
0
9
年

9
月

定
例

会
用

参
考

資
料

（
日

本
語

版
）
】

S
V

学
部

長
専

任
講

師
学

部
長

専
任

講
師

長
期

専
門

家
1
名

（
基

金
/
K
R
I）

S
V
（
ビ
ジ
ネ
ス
日

本
語

）
1
名

☆
未

定
/
継

続
募

集
中

☆

長
期

専
門

家
1
名

+
短

期
（
Ｋ
Ｒ
Ｉ）

S
V
（
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
）
1
名

☆
確

保
済

/
2
0
1
0
年

1
月

着
任

☆
　

長
期

専
門

家
1
名

（
Ｋ
Ｒ
Ｉ）

S
V
（
生

産
管

理
）
1
名

☆
確

保
済

/
2
0
1
0
年

1
月

着
任

☆
　

長
期

専
門

家
1
名

+
短

期
（
Ｋ
Ｒ
Ｉ）

S
V
（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開

発
）
1
名

☆
確

保
済

/
2
0
1
0
年

3
月

着
任

☆
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

↑
大

連
市

科
技

局
及

び
大

連
交

通
大

学
の

支
援

ア
イ
コ
ン
の

数
→

人
数

（
設

立
期

の
日

本
人

短
期

専
門

家
の

人
数

は
イ
メ
ー
ジ
）

ア
イ
コ
ン
の

大
き
さ
→

役
割

の
重

さ
（
日

本
人

・
中

国
人

）
と
習

熟
度

U
P
（
中

国
人

）

4
分

野
は

研
修

コ
ー
ス
開

発
業

務
を
延

長
期

間
か

ら
徐

々
に
中

国
人

C
/
P
に
移

行

日
本

人
（
専

門
家

/
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

中
国

人
（
C
/
P
）

祝
人

才
培
训中

心
获得

成
功

!

自
立

発
展

期
に
は

日
本

人
講

師
を
人

材
セ
ン
タ
ー
が

確
保

＆
外

部
講

師
も
適

宜
確

保
（
大

連
市

科
技

局
及

び
大

連
交

通
大

学
に
よ
る
支

援
の

確
約

）

注
：
K
R
I（
民

活
技

プ
ロ
）
の

「
専

門
家

」
の

数
は

　
　
　
8
ヶ
月

程
度

の
派

遣
を
「
長

期
」
と
定

義

生
産

管
理

の
技

術
移

転
補

完
の

対
応

と
し
て
継

続
配

置

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開

発
･プ

ロ
セ
ス
管

理
の

技
術

移
転

補
完

の
対

応
と
し
て
継

続
配

置

日
本

人
＆

兼
任

講
師

（
中

国
人

C
/
P
が

日
本

人
と
の

対
等

に
）

（
中

国
人

C
/
P
の

計
画

立
案

の
も
と
で
日

本
人

講
師

が
講

義
）

技
プ
ロ
終

了
後

の
体

制
＝

S
V
派

遣
に
よ
る
支

援
2
0
1
0
年

1
月

か
ら
～

（
1
派

遣
：
約

2
年

間
）

中
国

人
C
/
P
の

独
り
立

ち
と
人

材
セ
ン
タ
ー

の
自

助
努

力
に
よ
る
日

本
人

講
師

確
保

『
上

級
ビ
ジ
ネ
ス
日

本
語

』
の

技
術

移
転

補
完

の
対

応
と
し
て
継

続
配

置

経
営

管
理

の
う
ち
『
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
』
の

技
術

移
転

補
完

の
対

応
と
し
て
継

続
配

置

（
日

本
人

専
門

家
に
よ
る
指

導
）

技
プ
ロ
実

施
期

間
中

の
体

制

（
2
0
0
6
年

3
月

～
2
0
0
9
年

9
月

頃
*
）

1
0
～

1
4
日

間
程

度
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
S
V
）
と
の

引
継

ぎ
を
実

施
（
具

体
的

な
延

長
期

間
は

4
分

野
で
そ
れ

ぞ
れ

異
な
る
）

2
0
0
9
年
9
月
1
1
日
/
最
新
修
正
2
0
1
0
年
1
月
2
6
日

J
IC
A
中
国
事
務
所

日
中

友
好

大
連

人
材

育
成

セ
ン
タ
ー
に
対

す
る
将

来
の

協
力

計
画

～
技

プ
ロ
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派

遣
へ

の
移

行
と
段

階
的

な
ハ

ン
ド
オ
ー
バ

ー
の

た
め
に
～

人
材

セ
ン
タ
ー
設

立
期

自
立

発
展

体
制

整
備

期
自

立
発

展
期

（
最

終
目

標
）

全
体

期
間

と
し
て
は

2
0
1
0
年

2
月

頃
ま
で
と
設

定
し
、
2
0
1
0
年

1
月

ま
で
に

2
0
0
9
年

9
月

時
点

経
営

管
理

生
産

管
理

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開

発

ビ
ジ
ネ
ス
日

本
語

経
営

管
理

生
産

管
理

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開

発

ビ
ジ
ネ
ス
日

本
語

経
営

管
理

生
産

管
理

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開

発

ビ
ジ
ネ
ス
日

本
語

指
導
・
助
言

指
導
・
助
言

指
導
・
助
言

指
導
・
助
言

2
年

後
を
見

据
え
、
ど
の

分
野

か
ら

人
材

セ
ン
タ
ー
の

自
助

努
力

で
人

材
を
確

保
す
る
の

か
今

か
ら
要

検
討

！

【
J
IC
A
に
よ
る
人

材
セ
ン
タ
ー
に
対

す
る
そ
の

他
の

継
続

的
な
支

援
】

○
訪

日
研

修
①

（
政

府
機

関
・
中

国
企

業
と
の

連
携

強
化

/
2
0
0
9
年

1
1
月

実
施

済
）

→
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
遵

守
し
た
人

選
及

び
必

要
な
手

続
き
の

実
施

が
条

件

○
訪

日
研

修
②

（
政

府
機

関
・
主

に
日

系
企

業
と
の

連
携

強
化

/
2
0
1
0
～

2
0
1
2
年

度
実

施
予

定
）

→
外

務
省

に
よ
る
案

件
採

択
が

条
件

/
採

択
後

は
人

材
セ
ン
タ
ー
が

研
修

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

策
定

に
つ
き
主

体
的

な
役

割
を
果

た
す
こ
と
が

実
施

の
前

提

○
人

材
セ
ン
タ
ー
の

施
設

活
用

側
面

支
援

（
J
IC
A
関

連
事

業
等

の
開

催
に
当

た
り
、
可

能
な
限

り
人

材
セ
ン
タ
ー
を
活

用
す
る
よ
う
推

奨
/
適

宜
）

→
ホ
ー
ル

や
教

室
貸

し
出

し
体

制
及

び
機

材
の

適
切

な
管

理
体

制
の

構
築

が
前

提
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「日中友好大連人材センターの発展に向けた課題」 

 

 



日
中

友
好

大
連

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

の
発

展
に

向
け

た
課

題

2
0
0
9
/
9
/
1
6

J
IC

A
中

国
事

務
所

☆
財

政
基

盤
の

安
定

化
と

施
設

・
設

備
の

適
正

な
維

持
管

理
☆

☆
情

報
発

信
力

の
強

化
及

び
認

知
度

の
向

上
☆

○
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
及

び
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

・
E
m

ai
lの

活
用

→
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

頻
繁

な
更

新
と

E
m

ai
l（

メ
ー

ル
マ

ガ
ジ

ン
）
に

よ
る

周
知

○
各

種
セ

ミ
ナ

ー
の

企
画

・
実

施
→

4
分

野
そ

れ
ぞ

れ
の

特
徴

と
現

状
を

踏
ま

え
た

有
料

・
無

料
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

○
各

種
メ

デ
ィ

ア
の

活
用

→
無

料
も

し
く
は

タ
イ

ア
ッ

プ
に

よ
る

低
コ

ス
ト

の
広

報
☆

セ
ン

タ
ー

講
師

の
安

定
的

な
確

保
☆

（
＝

専
門

家
バ

ン
ク

構
築

の
具

現
化

）

○
 セ

ン
タ

ー
専

任
C

/
P

の
長

期
固

定
配

置

○
交

通
大

学
教

員
兼

務
C

/
P

(兼
務

講
師

)の
管

理
運

営
の

体
制

確
立

交
通

大
学

兼
務

C
/
P

が
セ

ン
タ

ー
職

務
に

従
事

で
き

る
仕

組
み

･処
遇

○
他

3
大

学
教

員
の

セ
ン

タ
ー

で
の

活
用

拡
大

→
仕

組
み

と
処

遇
の

確
立

○
日

本
人

日
本

語
教

師
の

講
師

バ
ン

ク
拡

充
→

非
常

勤
日

本
語

講
師

の
確

保

○
既

に
人

材
セ

ン
タ

ー
と

繋
が

り
の

あ
る

日
本

の
研

修
機

関
と

の
連

携
強

化
　

・
ト

ヨ
タ

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

　
・
北

九
州

国
際

技
術

協
力

協
会

（
K
IT

A
）

　
・
日

本
生

産
性

本
部

　
・
日

本
能

率
協

会
 等

→
日

本
人

専
門

家
個

人
の

み
な

ら
ず

、
専

門
家

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
有

し
て

い
る

企
業

と
の

関
係

強
化

　 ○
地

元
日

系
企

業
・
日

本
商

工
会

な
ど

→
講

師
依

頼
可

能
な

関
係

の
構

築
～

訪
日

研
修

を
通

じ
た

関
係

強
化

☆
施

設
・
設

備
の

活
用

☆

○
ホ

ー
ル

及
び

教
室

貸
し

出
し

→
施

設
及

び
備

品
管

理
体

制
の

強
化

及
び

競
合

施
設

調
査

を
踏

ま
え

た
適

切
な

単
価

設
定

○
維

持
管

理
の

シ
ス

テ
ム

化
→

管
理

責
任

者
制

の
導

入
な

ど
に

よ
る

施
設

・
設

備
・
機

材
の

維
持

管
理

能
力

向
上

☆
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

及
び

営
業

力
の

強
化

☆

○
顧

客
獲

得
→

営
業

方
針

及
び

年
間

の
大

ま
か

な
行

動
計

画
の

策
定

に
よ

る
重

点
顧

客
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

○
顧

客
管

理
→

ト
ラ

ブ
ル

の
あ

っ
た

顧
客

へ
の

手
厚

い
フ

ォ
ロ

ー

○
対

外
聯

絡
部

と
教

学
部

門
の

情
報

共
有

強
化

→
タ

ー
ゲ

ッ
ト

と
な

る
企

業
へ

の
共

同
ア

プ
ロ

ー
チ

既
に

着
手

､
更

な
る

改
善

！

既
に

着
手

､
更

な
る

改
善

！

既
に

着
手

､
更

な
る

改
善

！

最 重 要 事 項 ！

☆
2
0
1
0
年

以
降

を
展

望
し

た
研

修
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
策

定
能

力
強

化
☆

○
4
分

野
の

研
修

コ
ー

ス
運

営
の

発
展

→
ニ

ー
ズ

と
対

応
能

力
の

分
析

（
「
や

り
た

い
こ

と
」
と

「
や

れ
る

こ
と

」
の

明
確

化
）

と
講

師
陣

に
見

合
っ

た
研

修
コ

ー
ス

の
策

定
→

外
部

講
師

(交
通

大
学

､3
大

学
の

講
師

､そ
の

他
) 

を
活

用
し

て
行

う
研

修
コ

ー
ス

○
訪

日
研

修
と

連
動

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
策

定
→

J
IC

A
の

支
援

に
よ

る
3
ヵ

年
の

訪
日

研
修

を
ど

の
よ

う
に

そ
れ

以
降

の
研

修
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

反
映

し
て

い
く
か

？

以
下

の
左

の
欄

に
掲

げ
た

課
題

は
、

人
材

セ
ン

タ
ー

が
着

手
し

強
化

の
方

向
に

あ
る

も
の

。
 こ

れ
ら

の
更

な
る

強
化

に
よ

り
2
0
1
0
年

1
月

ま
で

に
セ

ン
タ

ー
の

自
立

的
発

展
の

基
礎

を
作

っ
て

い
た

だ
き

た
い

。

☆
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
受

入
れ

機
関

と
し

て
の

準
備

課
題

(2
0
1
0
年

1
月

ま
で

に
)☆

☆
技

術
移

転
を

受
け

る
側

か
ら

主
体

的
当

事
者

へ
の

意
識

改
革

研
修

コ
ー

ス
運

営
(計

画
､営

業
､研

修
実

施
､企

業
コ

ン
タ

ク
ト

､ニ
ー

ズ
検

討
､カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
改

善
)を

中
側

が
進

め
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
相

談
し

て
力

を
借

り
る

体
制

作
り

☆
ホ

ウ
レ

ン
ソ

ウ
･情

報
共

有
の

組
織

風
土

づ
く
り

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

働
け

る
環

境
づ

く
り

に
「
ホ

ウ
レ

ン
ソ

ウ
」
を

セ
ン

タ
ー

の
組

織
風

土
と

す
る

こ
と

が
重

要
・
学

部
C

/
P

の
さ

ら
な

る
日

本
語

力
向

上
も

期
待

さ
れ

る

○
大

連
市

政
府

か
ら

の
継

続
的

な
補

助
金

の
投

入
→

優
良

講
師

確
保

及
び

施
設

の
適

切
な

維
持

管
理

の
た

め
に

必
要

不
可

欠
←

無
償

資
金

協
力

と
技

術
協

力
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
の

大
前

提
で

あ
り

、
日

本
側

は
今

後
も

適
宜

状
況

を
確

認
し

て
い

く

○
固

定
顧

客
か

ら
の

収
入

→
「
研

修
基

地
化

」
の

推
進

○
施

設
の

貸
し

出
し

収
入

→
日

本
商

工
会

、
市

政
府

、
各

種
交

流
協

会
、

企
業

向
け

広
報

の
強

化

セ
ン

タ
ー

自
立

発
展

の
た

め
の

重
要

課
題

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
力

も
借

り
て

！
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